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Ⅰ 最新傾向 
 

１ 特別支援教育 

２００７年 特殊教育→特別支援教育 

        

        特別支援教育システム 
○一般の幼稚園、小学校、中学校、高等学校で 
  特別支援教育を実施 
 
○特別支援学校は、全ての障害種に対応 
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注意欠陥
多動性障
害ADHD 

 
高機能自
閉症 

日本の特別支援教育の制度 

特別支援学校 小・中学校 
特別支援学級 

通級による指導 通常の学級 １  

 
特
別
支
援
教
育 



特別支援学校のセンター的機能の発揮 

１ 

 
特
別
支
援
教
育 

2012.7 文部科学省 「共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進（報告）」資料より引用 



個別の教育支援計画 

１     

 
特
別
支
援
教
育 

2003 北海道立特別支援教育センター 資料より引用 



 幼稚園、小・中学校、高等学校において障害のある児童生徒
に対し、食事、排泄、教室の移動補助等学校における日常生活
動作の介助を行ったり、発達障害の児童生徒に対し学習活動上
のサポートを行う支援員 

１     

 
特
別
支
援
教
育 

平成19年 小・中学校 22,602人 

平成20年 小・中学校 26,101人 

平成21年 
幼稚園 3,779人 

小・中学校 31,173人 

平成22年 
幼稚園 4,252人 

小・中学校 34,132人 

平成23年 

幼稚園 4,460人 

小・中学校 36,512人 

高等学校 367人 

特別支援教育支援員 



4369 4294 4341 4340 4434 4532 4591 4748 4917 5130 
4172 4480 4737 5114 

5592 
6158 

6920 
7534 

8214 
8686 

2239 2287 2288 2328 2310 2411 2468 2614 2961 3281 

10780 11061 11366 11782 
12336 

13101 
13979 

14896 

16092 
17097 

02年 03年 04年 05年 06年 07年 08年 09年 10年度 11年 

北海道の特別支援教育 推移 
特別支援学校 特別支援学級 通級指導教室 特別支援教育計 

北海道の 
特別支援教育 
２０１１.5.1 

特別支援学校  ６３校 

 
視覚障害       ５校 
聴覚障害        ８校 
知的障害      ３８校 
肢体不自由   １０校 
病弱           ４校 

特別支援学級                 ３１７５学級 

弱視                   ２８学級 
難聴                         ４４学級 
知的障害                  １１８９学級 
肢体不自由                    ２２０学級 
病弱・身体虚弱    １８４学級 
言語障害       ２１３学級 
自閉症・情緒障害 １２９７学級 

通級指導教室 ３０４教室 
 

弱視                 ２教室 
難聴        １２教室 
言語障害等    ２９０教室 

１０年間で１．７倍 

１     

特
別
支
援
教
育 
 

北
海
道 



函館盲学校１２名   
1895年 

札幌盲学校３１名 
1943年 

高等盲学校８０名   
1972年 

旭川盲学校３０名   
1922年 

帯広盲学校１７名   
1937年 

２０１１年度  
北海道の特別支援学校 学校数６３校  在籍者数５．１３０名 
           盲学校 ５校  在籍者数  １７０名 

北海道 

面積 ： 83.550㎢ 
人口 ： ５６０万人  

Shiretoko 

TANCHO-TURU 

HIGUMA 

北海道の視覚障害教育の現況 

１     

特
別
支
援
教
育 
 

北
海
道 



１８７８年 古川太四郎が京都盲唖院設立 
１８９４年 函館訓盲会を創設 
        (シャロッテ・ピンクニー・ドレイバー) 
１９０６年 小樽盲唖学校を創設（小林運平）  
１９２２年 旭川盲唖学校 創立（南雲総次郎）  
１９２７年 札幌盲唖学校を創設（近藤兼市） 
１９３３年 東京南山小学校視力保存学級創設 
１９４７年 盲学校・聾学校への就学が義務制 
２００７年 特別支援教育の制度実施  

１     

特
別
支
援
教
育 
 

北
海
道 

日本の視覚障害教育 



２ 児童生徒数 
 
２-１ 特別支援教育の児童生徒数 
２-２ 視覚障害者教育の児童生徒数 

２ 

児
童
生
徒
数 

 
 
１ 

特
別
支
援
教
育 



２ 

児
童
生
徒
数 

 
 
１ 

特
別
支
援
教
育 

2011.5.1現在 



視覚単独 66校 
視覚・知的 1校 
視覚・病弱 1校 
視覚・肢体・病弱 1校 
視覚・聴覚・知的・肢体 1校 
視覚・聴覚・知的・肢体・病弱 16校  

視覚障害特別支援学校８６校の内訳 

２ 

児
童
生
徒
数 

 
 
１ 

特
別
支
援
教
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   年度       特別支援学校数   視覚障害対応学校 

2006 
2007 
2008 
2009 
2010 
2011 
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徒
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援
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2011.5.1現在 
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児
童
生
徒
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１ 

特
別
支
援
教
育 

2011.5.1現在 



112,000 

114,000 
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1 2 3 

特別支援学校 ４％増 
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1 2 3 

特別支援学級 ７％増 
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特別支援学校在籍児 年４％増 

特別支援学級在籍児 年７％増 

通級指導教室在籍児 年８％増 

通級指導教室 8％増 

2009       2010      2011 

2009    2010     2011 

2009    2010     2011 

日本の特別支援教育 
３ケ年の在籍児数推移 

2011.5.1 
２ 

児
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文部科学省2011.5.1 

285,000 

65,000 

155,000 

65,000 

650,000 

推測 
特別支援教育 
対象児童生徒 

９３５,０００名 

特別な場での 
特別支援教育 

義務教育年代 総数１０５４万人 

２ 

児
童
生
徒
数 
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特
別
支
援
教
育 



2011.5.1 

区分 幼稚部 小学部 中学部 高等部 
特別支援学校 
 

246 1,794 1,042 2,800 

特別支援学級 
弱視 

※ 292 93 ※ 

通級指導教室 
弱視 

※ 111 19 ※ 

視覚障害教育の特別な場 対象児  

合計 6,397名 
 

しかし、上記の他、通常学級にも 

5,882 

385 

130 

２ 

児
童
生
徒
数 

 
 
２ 

視
覚
障
害
者
教
育 

 



文部科学省 2009.12 

視覚障害児の約５割が通常学級に在籍 

２ 

児
童
生
徒
数 
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視
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育 

 



３ 視覚障害特別支援学校免許状 
 
３-１ 特別支援学校教諭免許状 
３-２ 視覚障害特別支援学校 
３-３ 特別支援学級等 

３ 

視
覚
障
害
特
別
支
援
学
校
教
諭
免
許 



３ 

視
覚
障
害
特
別
支
援
学
校
教
諭
免
許 

３-１ 特別支援学校教諭免許状 

・視覚障害者に関する教育領域を定めた特別支援
学校の教員免許状 

 

・聴覚障害者に関する教育領域を定めた特別支援
学校の教員免許状 

 

・知的障害者、肢体不自由者、病弱者に関する教育
領域を定めた特別支援学校の教員免許状 
 

 

 

 



視覚障害特別支援学校免許の所有率 

理療等 

文部科学省 2012.7 ３ 

視
覚
障
害
特
別
支
援
学
校
教
諭
免
許 

免許所有者は、理療科教諭免許所有２割を含めて５割強 



特別支援学級の特別支援学校免許所有率 

文部科学省 2012.7 

３ 

視
覚
障
害
特
別
支
援
学
校
教
諭
免
許 

弱視特別支援学級担任の所有免許は 
「知的障害・肢体不自由・病弱免許」と推測 

「視覚障害免許」所有率？ 



４ 拡大教科書 
 
４-１ 法令 
４-２ ２０１２年度発行数 
４-３ 原典教科書からの工夫 
４-４ 価格  
  

４ 

拡
大
教
科
書 

 
１ 
 

実
態 



２００４年 

視覚障害児が用いる拡大教科書は国費
負担による無償給与の対象 

 

２００８年 

障害のある児童及び生徒のための教科
用特定図書等の普及の促進等に関する
法律「教科書バリアフリー法」が成立し、 

拡大教科書発行の努力義務が規定 

文部科学省と拡大教科書 

４ 

拡
大
教
科
書 

 
１ 

法
令 



○ 視覚障害のある児童及び生徒の学習の用に
供するため文字、図形等を拡大して検定教科書
等を複製した図書  

 

○ 点字により検定教科書等を複製した図書  

 

○ 障害のある児童及び生徒の学習の用に供す
るため作成した教材であって検定教科書等に代
えて使用し得るもの  

４ 

拡
大
教
科
書 

 
１ 

法
令 

教科用特定図書 



４ 

拡
大
教
科
書 

 
１ 

法
令 

文部科学省 2010.1 



４ 

拡
大
等
教
科
書 

 
２ 

発
行
数 

 
○小学校段階 
 教科書発行社の全教科書２８０点、  
 全ての拡大教科書が発行 

 
○中学校段階 
 教科書発行社の全教科書１３１点、 
 中１２９点９８．５％が発行 

４-２ ２０１２年度発行数 



４ 

拡
大
教
科
書 

 
３ 

原
典
か
ら
の
工
夫 

ボランティアによる 
手書き拡大教科書 

ボランティアによる 
パソコン拡大教科書 ボランティアグループ あざみHPより引用 



４ 

拡
大
教
科
書 

 
３ 

原
典
か
ら
の
工
夫 

教科書発行者による教科用特定図書 

１頁 
↓ 
３頁 



４ 

拡
大
教
科
書 

 

４
価
格 

 区分 契約冊数 

契約冊数全
体に占める
割合） 

確定金額 

（単位：円） 
平均単価 

（単位：円） 

合計 11,298冊  

100％ 

8,593万円 7,600円 

内訳 ボランティア団体 9,157冊  

81％ 

2,746万円 3,000円 

民間発行者 

（一般図書発行者） 

1,547冊  

14％ 

4,911万円 31,700円 

教科書発行者 594冊  

5％ 

936万円 15,800円 

２００６年度 拡大教科書の価格等 



４ 

拡
大
教
科
書 

 

４
価
格 

２０１２年度 教科書発行者の価格 中学校数学 



５ 視覚障害者の高等教育 
 
５-１ 在籍者の推移 
５-２ 在籍者内訳の推移 
５-３ 授業の支援状況 
５-４ 入学試験時の配慮 

５ 

視
覚
障
害
の
学
生 



2012.6 文部科学省「障がいのある学生の修学支援に関する検討会（第2回）」資料より引用 

2005   2006   2007   2008   2009   2010   2011 

５ 

視
覚
障
害
の
学
生 

 
１ 

在
籍
者
の
推
移 

障害学生 

身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手
帳、療育手帳を有している学生 
その他、健康診断等で障害が明らかな学生 



2012.6 文部科学省「障がいのある学生の修学支援に関する検討会（第2回）」資料より引用 

５ 

視
覚
障
害
の
学
生 

 
２ 

在
籍
者
内
訳
の
推
移 

視覚障害 
６８１人 



独立行政法人大学入試センター 「受験特別措置案内（平成25年度）」より引用 

５ 

視
覚
障
害
の
学
生 

 

４
入
学
試
験
時
の
配
慮 



６ K’Sonarの活用 
 
６-１  K’Sonar：距離とピッチ 
６-２  K’Sonar：把握する範囲 
６-３  K’Sonar：音色 
６-４  K’Sonar：環境の把握 
６-５  K’Sonarの体験活動 

６ 

K’
S 
O 
N 
A 
R 
の
活
用 
 
 
 



６ 

K’
S 
O 
N 
A 
R 
の
活
用 
 
１ 
距
離
と
ピ
ッ
チ 

物体までの距離とピッチ 

4000Hz 
3000Hz 
2000Hz 
1000Hz 

鈴木重男他 北海道文教大学共同研究報告書「視覚障害児の超音波機器の活用Ⅰ～K-Sonar™の指導プログラムの開発～」２０１２ 



直径２Cmポールの把握範囲 

６ 

K’
S 
O 
N 
A 
R 
の
活
用 
 
２ 
範
囲 

鈴木重男他 北海道文教大学共同研究報告書「視覚障害児の超音波機器の活用Ⅰ～K-Sonar™の指導プログラムの開発～」２０１２ 



６ 

K’
S 
O 
N 
A 
R 
の
活
用 
 
３ 
物
体
と
音
色 

鈴木重男 「 ソニックガイドの音色分析」心身障害児教育論文集第12巻 (財)心身障害児教育財団pp75-83 １９８６ 

音色 



６ 

K’
S 
O 
N 
A 
R 
の
活
用 
 
４ 
環
境
の
把
握 

鈴木重男他 北海道文教大学共同研究報告書「視覚障害児の超音波機器の活用Ⅰ～K-Sonar™の指導プログラムの開発～」２０１２ 

前世代器
Sonicguide 

裕子ポールレッスン1.avi
裕子ポールレッスン1.avi


６ 

K’
S 
O 
N 
A 
R 
の
活
用 
 
５ 
体
験
活
動 

距離 
 

方向 
 

環境物体 

松浦描画.avi


Ⅱ 課題 

１ 制度上の課題 
１-１ 特別支援学校制度に 
１-２ 幼稚園・小学校・中学校・高等学校でも特別支

援教育 → インクルーシブ教育 
１-３ 在籍児童生徒数による教職員定数の配置 
 
２ 指導上の課題 
２-１ 歩行指導の対応 
２-２ 点字指導の対応 
２-３ 触察指導の対応 
２-４ 墨字指導の対応 
２-５ 重複障害児の対応 

Ⅱ
課
題 



１ 制度上の課題 
 
１-１ 特別支援学校制度に 
１-２ 幼稚園・小学校・中学校・高等学校でも

特別支援教育 → インクルーシブ教育 
１-３ 在籍児童生徒数による教職員定数の配

置 

Ⅱ
の
１ 
 

制
度
上
の
課
題 

 



視覚単独 66校 （２００７年７１校） 
視覚・知的併設 1校 
視覚・病弱併設 1校 
視覚・肢体・病弱併設 1校 
視覚・聴覚・知的・肢体併設 1校 
視覚・聴覚・知的・肢体・病弱併設 16校  

２０１１年度 視覚障害特別支援学校８８校 

東京都立久我山青光学園 
 視覚障害教育部門と知的障害教
育部門を併置 

 視覚障害教育部門は「盲学校」、
知的障害教育部門は「知的障害特
別支援学校」にあたり、両部門の
それぞれの教育活動が十分に展
開できるよう、「視覚障害教育部門
棟」と「知的障害教育部門棟」が独
立 

神奈川県立相模原中央支援学校 
 視覚障害教育、聴覚障害教育、肢体不
自由教育、知的障害教育の４つの教育
部門からなる特別支援学校 

  「子どもの未来をみんなで創る」を基
本理念に、「子どもの自立と社会参加を
支援する」「地域とともに共生社会づくり
をすすめる」という２つの使命に向かって
インクルージョン教育を推進 

１
制
度
上
の
課
題 

 
１ 

特
別
支
援
学
校 

 

８８校 



１ ２００７年、盲学校・聾学校・養護学校制度から特
別支援学校制度に １

制
度
上
の
課
題 

 
１ 

特
別
支
援
学
校 

 

知的
障害 

視覚
障害 

知的
障害 

視覚
障害 

知的
障害 視覚

障害 

知的
障害 

視覚障害教育の
場の縮小・喪失 



１
制
度
上
の
課
題 

 
２ 

イ
ン
ク
ル  

 

シ
ブ
教
育 

２ ２００７年、幼稚園・小学校・中学校・高等学校でも特別支援
教育が実施→インクルーシブ教育 

専門性の
低下・喪失 



１
制
度
上
の
課
題 

 
２ 

イ
ン
ク
ル  

 

シ
ブ
教
育 

適切な専門的な指導を受けることが出来ない 



１
制
度
上
の
課
題 

 
３ 

教
職
員
定
数
法 

 

視覚障害特別支援学校児童生徒数の減少 
→教職員数の減少 

→センター的機能が低下、廃校 
→地域の視覚障害教育力の低下 

→専門性の低い特別支援学校や地域の普通学校に在籍 
→視覚障害児の能力低下 

２-３ 在籍児童生徒数による教職員定数の配置 



２ 指導上の課題 
 
２-１ 歩行指導の対応 
２-２ 点字指導の対応 
２-３ 触察指導の対応 
２-４ 墨字指導の対応 
２-５ 重複障害児の対応 

Ⅱ
の
２ 
 

指
導
上
の
課
題 

 
 



Ⅱ
の
２ 
 

指
導
上
の
課
題 

 
 



２ 

指
導
上
の
課
題 
 
１ 

歩
行
指
導 

オリエンテーション能力

運動能力

盲児の歩行指導

白杖操作能力

安全で確実な単独目的歩行

歩行における基礎能力

単独目的歩行を発現させるための
一能力（一方法）



２ 

指
導
上
の
課
題 
 
１ 

歩
行
指
導 

オリエンテーション能力 



    幼児期の歩行指導の基礎的内容 
1 ボディーイメージの指導 
 ・主要な体の部位名（頭．首．肩．背中．腹．尻．腕、手など） 
 ・基本的な動作（歩く、走る、しゃがむ、伸ばす、曲げるなど） 
 ・Laterality（体の身体軸を中心とした左右．前後．上下）強化 
 

2 歩行軌跡の指導 
 ・単純な歩行軌跡 
 ・音源定位→移動した音源の軌跡 
 

3 地図の指導 
 ・教室内・園舎内・敷地内などを磁石やミニチュアで環境構成 
 

4 壁沿い歩行の指導 
 ・手の爪側を壁に沿って歩くトレーリングによる移動 
 

5 物体認識の指導 
 ・障害物などを発見の際の賞賛と発見した具体物の触察対応 
 

6 白杖探索の指導 
 ・釣り竿などに白テープを巻いた軽い白杖を使用 
 ・足裏より先に前方の地面の状態がわかる便利な物との認識 
 ・白杖でたたくと環境構成物の違いで音が異なることの認識  

２ 

指
導
上
の
課
題 
 
１ 

歩
行
指
導 

鈴木重男 「視覚・聴覚・言語障害児の医療・療育・教育」 ２章視覚障害児の学校教育 ８５頁 金芳堂 ２０１１年 



２ 

指
導
上
の
課
題 
 
１ 

歩
行
指
導 

JRNAL  OF  VISUAL  IMPAIRMENT  ＆  BuNDNESS  JANUARY  1985 





２ 

指
導
上
の
課
題 
 

2  

点
字
指
導 



  
a    me 
●     ● ● 

         ● ● 

         ● ● 

  Rain  

fu       re 
● ●    ● ● 

             ● ●  

● ●  

    Fall 

２ 

指
導
上
の
課
題 
 

2  

点
字
指
導 

鈴木重男 「視覚・聴覚・言語障害児の医療・療育・教育」 ２章視覚障害児の学校教育 ８３頁 金芳堂 ２０１１年  

目
J a p a n e s el e t t e r

●●
●●
●●

●●
●●
●●

A n  i d e a  o fＭ ｒ ． Ｉ Ｓ Ｈ Ｉ Ｋ Ａ Ｗ Ａ

me

ISHIKAWA

kuraji

石川倉次
（１８５９～１９４４）
日本点字の翻案
１８９０年１１月
１日に、正式採用



２ 

指
導
上
の
課
題 
 

３
触
察
指
導 

人形遊びは、相対的方向やボディイメージを強化 

心的回転  

http://prettycuresplashstar.web.fc2.com/rozen/arekore/arekore002.htmより引用 

http://prettycuresplashstar.web.fc2.com/rozen/arekore/arekore002.htm


★植物は、根から茎・幹に沿って、枝や
葉、トゲに気をつけ、眼を近づけない。 

★動物は、顔、とくに鼻を定位Lながら、
毛並みに沿って尾や脚に。 

２ 

指
導
上
の
課
題 
 

３
触
察
指
導 http://20century.blog2.fc2.com/blog-entry-662.htmlより引用 

鈴木重男 「視覚・聴覚・言語障害児の医療・療育・教育」 ２章視覚障害児の学校教育 ９９頁 金芳堂 ２０１１年 

http://20century.blog2.fc2.com/blog-entry-662.html
http://20century.blog2.fc2.com/blog-entry-662.html
http://20century.blog2.fc2.com/blog-entry-662.html
http://20century.blog2.fc2.com/blog-entry-662.html
http://20century.blog2.fc2.com/blog-entry-662.html


ひらがなの構造的指導法 

２ 

指
導
上
の
課
題 
 

４
墨
字
指
導 

鈴木重男 「視覚・聴覚・言語障害児の医療・療育・教育」 ２章視覚障害児の学校教育 113頁  金芳堂 2011年 



２ 

指
導
上
の
課
題 
 

４
墨
字
指
導 

i ko ri ni ke ta shi mo 

i ko ri ni 

ke ta shi mo 



２ 
指
導
上
の
課
題 

 

５
重
複
障
害
指
導 

鈴木重男 「視覚・聴覚・言語障害児の医療・療育・教育」 ２章視覚障害児の学校教育 119頁 金芳堂 ２０１１年 

・日常の生活の中で 
・保護者と共に 
・毎日、継続的に 

視覚障害特別支援学校  

在籍児童生徒数 5,882名 

（単一障害）2,549名 ４３．３％   

（重複障害）3,333名 ５６．７％     

かなみちゃん 

しゅうちゃん 

S63　小早川.avi
脩平.avi


２ 
指
導
上
の
課
題 

 

５
重
複
障
害
指
導 

・３歳児の知的能力を 
・触察指導の徹底 
・ボディイメージの指導 

・３歳児の知的能力を  
 →３歳児 ●▲■の弁別、大小等
の概念、言葉でのやり取り 
・触察指導の徹底 
 →触ったら誉める、握ったら誉め
る、触ることの意欲付 
・ボディイメージの指導 
 →姿勢の保持、前後左右、上下 

鈴木重男 「視覚・聴覚・言語障害児の医療・療育・教育」 ２章視覚障害児の学校教育 金芳堂 ２０１１年 



インクルーシブ教育への対応→センター化の推進 

「テキサス盲学校」の事例を参考にする 
新井千賀子 「テキサス州の視覚障害教育 : テキサス州立盲学校調査報告」」世界の特
殊教育 18, 31-39, 2004-03  独立行政法人国立特別支援教育総合研究所より引用  

お
わ
り
に 



 現在、特別支援学校では「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」の
作成は義務付けられている。 

専門性の継承・維持・発展→教育成果を「契約」 

お
わ
り
に 



全南大学校師範大学 
趙  洪 仲 教授 

 
光州女子大学校 
金  日 明 教授 

 

感謝 


